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研究ノート

「中国型J経済発展モデルにかんする一試論

uじ，t)f二
I 発展とモデノレについて：概念のもI[Jll¥ 

II 中同型経済発！兵モデルの怜殊性

m 中国型経済発悦モデノレと海外νステ J、

はじめに

(1) きわめて大雑把な分加が汗せるな 1入従来の中国

経済研花は， 1）発展（たいしは山:J¥＇・ IJU;L）の外貌を

担保するための研究， 2）発民（ないLi土停滞・混乱）

の構法・メカニズムを把保するためのi1Jfi¥:, 3）中国経

済をJ旨等してきた理念・イデオ口千ーのilf究，のいずれ

かに落着く，といってよい(11,1）。そしてさらに単純化を

恐れず分類すれば，アメリカ型中国経済研究は 1）と 2)

に，日本型中国経済研究は 3）にそのtit点があった。

(2) しかしながら，今日では次のような理由から中国

経済を新しい視角で捉え立す必要ぷ生主JLてきたように

思える。それは，一つには定泣的デーケの不足，それゆ

え1）の領域を無理な仮定金つみ，r1ねて、 Iii:し進めること

の悶雌什：という消極的理由であり，主らにより重要な理

山としては，大躍進以後．とくに丈革王経てその姿を顕

在化させたかに見える「中国型経済発段モデル」ともい

うべきものの特殊性に対ずる認識，あるいは中国経済を

今までの分析フレームに押しこめるにはあまりにも無理

があるのではないかという認識が生まれてきたという事

実であお。

その一つの方向が，アメリカにおけるCCAS，あるい

は， ITRPE還動の潮流である二とは万七？きない悦2）。

たとえば1 ・ガ－ I) ーは，~玄での f ( 1）カの中国経済

研究があまりにも定量的なfi)f’た， L/Jぺ〉資本主義的経済

発展が含意する価値前提によるものであると批判し，次

のようにいう。

「意味のある〔中国経済〕研究とは，毛沢東主義を

経済発展モデソレとして，その目的と目的を達成するた

めに採用される手段の両面から，まともに考えようと

するものである。毛沢東j誌に〆川、ての思慮ある考察

とは，毛沢東主義者たち，nq, [1cjにおける護史と同様に，

ヲ8

がね

中兼和津次

ず／レクス・レーニン主義に対して正当なiJ：立を十ムうこ

とを窓味する。各人は能力に応じて働き，必要に応じ

て消費するという無階級社会における共産主義的人閉

じの創造〕というご毛沢東主義者たちのすルクス・レーニ

ン主義的目標は，今進められているすべての〔中国〕

経済の分析の中で，真剣にとり上げられるべきであろ

,, ＇＇，、偽える tc，，，思想・イデオp ＇，，＂ーの！！？記の欠如した

li1'2)C）似域の研究が無意味であるばかりでなく，

むしろ打万であるとガーリーは警告している。

L方、L，思想・イデオロギーをいわゆるれ済研究

の領域にどうくみこむのか。一つの方法は，恐らく旧来

の理論体系を崩さず，若干の，あるいは大幅な修正を加

えることにより， 「利己的行動の理論Jに「利他的行動

の現論Jを付加していくやり方であろう。石川教授の模

'.0 i士二 c"）万［11］に治ったものと思われる1汁； 'o l,、，，、換える

な九、 ♂ヲロ：＇／ Jな発展モデルに，到なったイチ、ナロギー

をむゥ集l孔のfl動を前提としたミケロモデyレを持合させ

るケuえである。しかしこの方法以多数の呉なった人聞か
九たる伝i'¥'i'i'J選択の理論にまで関係［‘ J!HJ命1Y1な完結性

を求めるとなると著しく困難となる。

(4) 第2の方法は，既存の理論体系を，極端にいえば

すべて白紙に戻し，現実の中国経済の，とくにミクロ的

な側荷のデータを収集し，そこから新しい命題体系を一

つ一つ構築していこうとするやり方である。これがもっ

とも「弓ヂイカルjな方法といえる。このCl'liLい命題体

系のLjlに，恐「〉くはその中心的位［なに，思必・イデオロ

トが位l百十三Jことになるであろう。そしてこの方法で

Tlf11Jf5にじじJS，または URPEの Jンパーの多くがと

り組もうとし℃いるのではあるまいか。

(5) 第3の，そして中国経済の分析においては第2の

方法と同じく未開拓な方法は，システム論的に経済活動

を解釈し，思想・イデオロギーを，経済システムの内部

に，あるいは他の社会システムの1システムとして外か

らj主命させてゆき，いわゆる経済活耐と思恕・イデオロギ

ー，J）十［UL連関性を探ることである。たとえば，発想、はま
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は， i）経済発展とは何か，モデノレとは何かを定義すると

とにより， ii）「中国型Jモデルの特殊性をできるだけ多

面的に，かつ論理的に記述することを試み， iii）その一

つの系論として，海外経済システムの「インパクトjを

定義することに上り，中国と海外止の経済的相互関係を

分析するための一つの視角を提供しようとする。

（注1) このよ号な分類は無論主主意的である。定信：

的研究と定件的研究，あるいは，本文において展開す

ろ肘・技術システム，制度・組織システム，理念・政

策ジステムの研究，という分類もできるが，ただし，

［－.記3分類とこれらの分類とは必ずしも 1対1の対応

があるわけではないことに注意。

(I十2) 『アジア経済』今月号（第14巻第12号）のマ

ーク・セルデン民とのイ γタピュー参照。

（注3) Gurley, John G.，“Capitalist and Maoist 

Economic Development，” in乱1.Selden & E. Fried-

man (edsふ America’sAsia, Random House Inc., 

1971, p. 349. 

（注4) 有川l滋「中国における農業組織の安定性と

能率についての一考察」 (JI！野重任鰐『アジアの近代

化』 東大出版会 1972年〉はその一つの例である。

（内5) Mesarovic M., & E. Pestel，“Conceptual 

Foundation for a恥foltilevel,Goal-Seekin宮， World

Model，” a paper presented at the可11orld Congress 

on Cybernetics and General Systems Theory, En宮・

land, Aug. 1972. 

ったく異なるが，メサロヴィチ＝ペステル流の多段階＝

多目標モデルは，その方向に沿うもっとも野心的な試み

の一つであろう位5）。かれらは， 1国（ないしは1地域）

の「トータル・システム」を大別してこつの異なった3

段の階層，細かく分割して計八つのシステムの相互連結

と考える（第1図参照）。詳細な説明は省くとして，思

想・イデオロギーが最上段の「価値・文化システムJあ

るいは「規範形成諸階層jの一群の中に組みこまれてい

ることはいうまでもない。
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(1) 最初に， 「経済発展」を“新しい経済システムが

それ自身環境の変化に適応して形成される過程”と定義

する。通常，経済発展は，たとえばボールドウィン＝マ

イヤーのそれに代表されるよろに（注1), “経済の実質国

民所得が長期にわたり増加する過程”として，すなわ

ち， GN Pまたは1人当り国民所得の増加をもって，定

義されるか代替される。しかし，最近，他の研究により

このような定義が不十分であるど指摘されていることを

待つまでもなく（注2＼論理的にもミスリーディングであ

るととは一つの極端な例を挙げることにより示しうる。

モナコは果たして経済発展したと呼ぶのにふさわしいか

否か。

(2) 上述のわれわれの定義をより明確にするために，

同時にまた「モデル」を定義するためにも， 「経済シス

テム」をまず定義する必要がある。

ラ9

(6) かくして，ガーリーの発した既存の中国経済研究

批判は，単なる「破」（批判・暴露〕から「立」（新しし、

理論・視角の構築〕の領域へ一歩でも踏みこもうとする

とき，大変な難問に直面することが明らかになる。従来

のいわば一次元的思考を多次元的なすなわち包括的なそ

れへといかに有効に転換しうるのか，上記三つの新し

い，しかし困難にみちた模索は始まったばかりといわな

ければなるまい。

本稿はその模索のための準備といえるかもしれない。

と同時に，またはそれ以上に，築者の中国経済理解の整

理を行なうことを目的とする。視角としては上記の第3

の方法に近いが，メサログイチヱベステルのモデルがそ

うであるように，体系をオペレーシヨナルなものにする

ことは狙わず，諸概念をできるだけ精級化し，その間の関

係を明らかにすることに主限が置かれる。より具体的に
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';fi i 点、 この上行な経済システム理解の J ラの欠陥

であるが、「人｜日jlは防支的に豆鳴してこないil9) （「労

働力 l は IQt·t~術システム J の中に，「意志決定者」は

「本且織・制皮〆ステム l の中iこ組み込まれている〉。これ

は｜経済活動」二「財の生産・分配」とL、う．古典的定義

を；，；st犬的iこ採用しているためでもある。
,4) 日； 5に， 「政策キステム」と現実の（広義の1経

済／て子ムとの関係であるが，古iJ者は従者の基本的部分

（要素）にかんする理論型式ある，.，、は百十回（な，，、しは1府4

s~ ) J1~1式である。 「モデル］はしたがってこの「政策会

て干ム lを具体的にはおすが司 「価値・理念シス子ム」

を長期日間と経｛斉運営の指導理念の筏合と定義するとと

に上 l〕，性同上政策じスチム 1.:平干しく扱i'iしてくるから，

本稿ではややラ 7であるが，モデルを「理念・政策シス

千ム｜と同誌に，少しく拡大して解釈することにする。

日以上のよう経済システムを定義することにより，

経済発展にかんする（1Iの定義は次のような具体的フ。ロセ

スを指していることは明らかであろうl註1o，。現実の広義

の経済システムを S(I), 「政策システムJまたは lモデ

ルlを :¥II(t¥環境条件を E(t）とすると，形式的には，

以下のようなヅロセスにより， S, M, E は変化してい

く。ここでぽlで述べたよろに，経済Lステムの初JWl状態

が球記Eに含まれていることに注意。それがモヂ、ルに新
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経済システムは後々な仕方で定義されてきた（注3'oこ

こではそのおのおのの定誌を比較・日今号まする余裕はな

い。ただし，通常の定；授は，灯、下のわれわれの定j主の中

の第2のレペルのそれに相吋することだけを確認Lてお

くこ正にする。

われわれは経済、ンステムを三つのレペルで定義グるこ

とにする。第1の，もっとも狭い定士をとして， 「経済i丹

切IJCおよびその情報）を銃剣iL，また／ふるL、i土，それ

を設計する組織・制度jを考える。とれを灯、ト・w・r1：のた
めに「組成・制度システム！と呼ぶことに jどJ11 4 10 抗

2の，そしてやや広い定義として、上記の「組紋・市l]I変

システムjに， 「経済活動（およびその治政） M:Jから

なる f財・技術システムjという，ごきものを加えた経済

システムを考えることができる。第3の，tつども広い．
しかし同時に緩い定義としてヲ 「組織・爺lj/(tシステム｜

により設；itされた経済活動（およびその情報1と組織・

制度 とれを［政策システムJE骨子ぶ二とにする

また， i並？；？は与{II：と Lて与えられ， Lかもうそ経；斉シス子

ムを基本的に統j却する「価値・理念ンステi、J，それに

加えて上記の「組織・制度システムJと「叶・花術乙て

テムJ,;;1四つのシステムをすべて包括した経済シスヰ
ムの定義を考えることができる｛注目’。使究九 「政策シ

ステム！と「価値・珂念システ；， Iどを統（11 • rrm念・
政策システムjと名イける。

。） 以Lのわれわれの経済システム．お上び各（非イ）

システムの関係は第2間に示される。との上うな経i斉シ

ステムの理解（定義）についていくつかご:J.-! ιトしよう。

第1点 二の上うな経済システム l•l とくに祉会主誌
のそれを対象どして描かれたものであり，やや拡大しで

も，村上，公文教授のいう「没透型j経済システムドIi

を直接の対象と「る。パーソ Lズ＝スメルザ一流の社会

システムの4分割：tl-丁、はここでは著しく不透明なものと

なる。

第2点 したがって，社会システムを構成計る他の

サブシステムとの境界が不明確であり，経済乙ステム自

体「自己主結的jではない。

第3点一一一環境条件として，クープマンス＝モンデイ

アスは，i）資源，ii）初期の校術， iii）外部的諸要因， iv）外

乱，v）初期の選好，vi）未完日立の相互作用（すなわち，L、ま

だ実現されない注文，および三副〉，の六Jヲを挙げた1パ対）。

しかしここでは， i）経済システムの初期状態， ii）資限，

iii）他の社会手ス Fムの状態， iv)i枠外システムの状；怠，

の四つを挙げれば当面の議論にとってi分であろう。
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しい情報としてとり入れられ，モデルの必要な修正をも

たらし（E→M），モデルは新Lい経済システムをコント

ロールする（M→旬。このようなグイナミァクなプロセ

スが「経済発展j と呼ばれる。

(6) 経済システム内の要楽の相互関係について。（2）で

定義した各システムは，その中に無数の婆索を含み，要

事詩問の関係は多くの場合相互依存的である。相互関係的

2襲紫であっても，関係（結合〕の仕方により，どちら

が「優位Jであるか，逆に fす？位！であるか，あるいは

また， 「同等jであるのか，の差がある三とを，われわ

れは経験的に知っているrn.11、｝。たとえば， 「政策システ

ム！では要素を構成する各政策問に手段・目的関係があ

ると土，また， l政策目的を達I；立するために二つの必要

な政策手段があり，かっ「理念・価値システム」により

選択の！｜関序が与えられていないとき，その二つの政策手

段は「同等」であるといえるα

同様に， 「制度・組織システムJでは機能的な序列が

あり， 「財・技術システム」では，産業逮関的あるいは

技術連関的関係から導かれる「波及 1 ・;:u＇荘の程度により

要素問の序列的位置づげを行なろこと l,.ある程度は可

能である。

(7) この要素隠の序列的関係を，却で江主関した経済発

展のプロセスと結合させると，一つの推論として， 「理

念・価値システムJと「環境条件Jが大きく変更されな

い限り， 「劣位Jな要素から変化していく傾向があるで

あろう。逆にいえば， 「優位」な要素ほど，変化するの

には「理念・価値システム」か「環境条件」の大きな変

化を必要とするであろう。？キi車「モデ’レiの変更とか新

しい「モデル」の形成とし、われるものl士、そのような変

化が憧端に大きく現われた場合iこ干ll円する。

(/! 1) Meier, G., & R Baldwin司 lfronomicDe-

velopment; Theory, History, Policy, John Wiley 

& Sons, 1957. 

〈注2〕 高森電・山下彰…「社会経済発展の指標化

についてJ(I,II）（『アジア絞済』 第14巻治 3, 4 

け 1973＂！＇－〕。

(113) たとえば，村！？ム・，／・！＇｛ i'iじりょと・公文俊、iζ

研究ノート

ご花＇： I:Ht，，制度とは何かj定点寸ることを＇. J '.i:わな

に「輩i織JにつL、U

ベlν ＼））、Jト「遍主織論」の文献右ゐ；h＇ふ［ヲ j己N.も奥な

) i』Lノがち、、。なお盗原勉教授は， 「トIP.)i ，＇ハぐって

泌がJされた役割復合体が組織であり，人民間d陸と資保

配分の焼却j化によって連結されている組織複合体が，

制度である」と述べていることを紹介するにとどめる。

海原勉「比較体制論序説一一一方法上の問題について

｜（『門店』 1973年7月号〕。

(LS) 以上の経済システム／）定員といirパラレノレ

で， I /)' /., 1'鳴とは独立に展開＂ llt ；九 lとして，正村

公L 「＇iえ険fl本の経済史的総括」（「中央之江命」 1973年

Hリ＇； ）がキ Q。なお，先に紹介 lfニペ斗ロブ rチ＝ベ

ステルの「価値・文化システムJ，「技術的シ λ テムJ,

「終済的システム」と，われわれのいう「理念・政策シ

ステムJ,rttt・技術システムJ，「制度・組織シ 7,テム」
のlfllに，ある一定の対応関係があることは明白である．

（／主6）村上・公文・熊谷 育ii掲番参照。

( i 7〕 ノ、ーソンズ＝スメ /L 」 J 一汗，山永世j¥--，；沢

1「ド；，＇； ': ti.よ：」（ I, II）岩波書店。あまりに f有名な

<l:J，ノス千二、の分割であるが，ネi；三？，／ス子ムを， i）経

九 ii) tl'z;/•, iii）統合， iv）文化伝ii; 4ベ.1-fシステ

ム；.：.;i刈 iゑ。

( /t 8 ) Koopmans & Montias, op. cit，，参照。

（注9) この点はマーク・セルデン氏の指摘に負う。

（注10〕 この考えは岩田昌征『比較社会主義体制論』

日本評論社 1971年，に展開された「過渡期論」の理

治的説ll'Jか「〉大きな示唆を受肘プニ。

〔「ト11) tり厳密には公文献に「1I l句構造」という

慨.:C::c I!; I，、て議論をすべきである ＇） かiし礼ない。

lI 中国型経済発展モヂルの特殊性

(1) 通常の理解では，そしてすでに常識となっている

が，第1次5カ年計画期は「ソ連型モデル」の時代であ

った。 「中国型経済発展モデル」と呼ばれるものは，大

躍進期（1958年〕に登場し，今日に至るまで様々な幸子余

f~l Jfrを経ながムも，中国経済当局者が採用しようとして

『経治体昔話』 れ波書店 197311' 0 Koopmans T., & J. き之「理念・政策システムjを指してU、る。それはある

Montias，“On the Description and Comparison of 特定時l尽におけるモデルではなャ。大限進期以後15年間

Economic Systems，＇’ in A. Eckstein (edふCompa- の傾向ii([，ないしは，他の条件を一定にして，このまま

rison of F,eon01耳icSystems, Univ. of Calif. Press, i生めif'玉、i]l立するであろう収束耐と等い、。

1971, Chap. 2.等を参！開。 (2) 前節で提示した経済システム，およひ砂モデルのフ

〈注4) ここでは繁雑さと混乱を避けるため， 「組 レームに沿って整理すれば， 「中国型モデル」の特殊性
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は次のように要約される。ますぺ CHt • i主Wr（システム〉」
にわんする攻策（システム）であるが、 ノ連型モデルが

l：紅、 l：くに中央部門の重工1どを中心とトるのに対して，
,1 l↓r,:[!J／，；デyレでは農業，お主びぞれどi!lJj:l.fした地方工業

に返点が置かれる。前者が近代的先進技術を重視するの

に対し，後者は士法的そして／あるいは「中間的I技術

(I+ 1 ＼をも重視するo一言でいえば中国型モデルのこの領

域の特殊性は， 「農業を基礎とする」地域的自給図の形

1,li;fこふる（l't2、。

:3) !:'.'le業を基礎とすることの必要ft；士、公式的には

r:JU:Yiを発展させないかぎり，工業内発犯に必要な労働

力，食1:il，工業原料を手に入れることはできず，工業製

:'ii，の市！t}を拡大することはできず， Lなのfとめにより多
くの資金を苔演し，工業のより急速な発艇を促すことが

できない」（淀；いことに集約されている。このことは，い

い換えれば，われわれのいう「環境条件」の制約の下

に，以下に述べる「理念・価値、ンステム」から，農業が

「優位」な要素として認識Cl平価）されていることを示す。
'4) 地域的自給圏の構想i土Pfl：・ 1守・地区・市（県）・

人J（公社（工場）・生産大隊・生前啄；1二二円るまでの，各権

限（，J,i，［：，炎定）の単位におν、て，はぽ段以1Y0h「自給率j

を｛果的しようとすることにある。 これをiミJ，℃的に表わせ

ば第3ls?Jのようになるであろう。闘では便宜上「自給率J

をもっとも簡単な，しかし範囲の狭い定義として，

ある単位の自家生産原材料e使用額
同じ単位の総原材料使用額

を想定している叶＇ 4）。全国レベノレの自給率が 100以下な

のは，輸入原材料依存率がt'i二子ふる二どをリーしている。

沌作のソ連モデルにはこの主うなi'!!(:,;[Y,'.J持活は少なくと

も付i対的に稀薄であったか人， ！日給手 [th線は横軸に

1"1になるはずであるe

第 3 図
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,51 箔 2に， 「制度・車邸哉（システム）」にかんする政

市（＼正子ム）であるが，土地を含めた資本の所有権制

!'2 lこ閲しでは1956年をもって基本的iこ私何権が廃止さ

れ， Wern,1r rr .国家所有に切り換えられたから，この点
での中悶モデルの特殊性はほとんどない。生産組織はソ

連型モデルとの間にある程度の断絶はあるが，（1）で述べ

た「中国型モデル」の定義に照らして，非常に大きな変

化があるともいえない。人民公社の創設は「三国紅旗」

の一つであるが，核算単位を生産内ンペルlと保っている

ことは， l"J:')1生産組織にそれほど大きな変更がないこと

を示！Iをする。ただし，（4）で指摘したように，門中f；圏の拡

大Li支策に従い，とくに人民公社レベルでの、介、産f且織の

夜格化・多面化があったことは事実である。

(6) むしろこの領域における中国型モデルの特殊性

は，次の2点にあると思われる。一つは，意思決定の分

権化である（注5＇。周知のように，中閣では工業部門にお

ける集権的計翻メカニズムを， 1958年以後は二つの意味

で分権的なそれに切り換えた。第uム中央政府管轄企
セ士地方｜可？：？として地方政府に大1[1高な権恨の1'｝，；哀を行な

っ之0 Jl{{I、＼tc事・冶金・鉱山の業種ーを除いとほとんどが

他方1常化Lているといわれる。早口に、（1＂：業内部にお

け··~?l' J雫怜j哀の分権（というよりむしろ分昔わ化である。

ソ連モデルにおける「一長制」（企業長単独資任制〕を，

1957年には「党委員会の集団的指導下での企業長責任制」

へ切り換え，さらに文草後には，少なくとも理念として，

党委員会指導下の革命委員会責任命｜！ともいうべき制度を

導入した附6)0 この第2の企業内管理制度の特色は，ー

っ；士党支刊日慣域の拡大・強化であり，もろ一つは，様々

なL ζ ，， における「大衆jの企業意思決定に対する参加

でふる。いフ〉ゆる「三結合jは，技術選tRにおける意思

決定円、党（ニ幹部〉，大衆（＝労働者ー）のぎ：加を意味し

でかる，とャえよう。
イシセンテイプ

(7）第2は労働誘因制度である。通常，金銭的ない

しは物質的刺激に対して，「精神的」ないしは「道徳的」

刺激が，中国型モデルの一大要素であるとする理解が強

いme、＇7)0 しかし，もしそれがソ連型モデルヱコ物質的刺激，

111同司！モデ ＇v二精神的刺激という中将な二分立、を意味す

るとLたなら大きなまちがいであろう。 ,if；レフゃレイスは

誘因の構造を強制的・金銭的・共鳴的・適合的の4種類

に分（十日川エチオーニは服従関係を強制的・功利的・

打1淀川／Jの1同J己分割した（tE9】。もし， I精神1YJJ中j激を

非強制的かっ非金銭的なすべての他の刺激，労働ないし

は組織（目的〕への関与の誘因，とするなら，すべての
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体制，すべての組織は，程度の差こそあれ，また只｛＼，的

適用手段の莞こそあれ，：！：青神的刺激をほぼ不可欠な誘因

として採用している。

（お それゆえ，中間型モギルにおいる’刀働誘田市IJ.fをを

問題にするとき，次の3点が3重要である。 i〕エチオーニ
が陽夫的に（ガ、ル7＇レイスが除！？天的に）述とたように．誘

因企「i車続量Jl,して配列すると左が正1く，中i主1巧，，モ

デルの場合，ソ連型モデルよりも「精神的j刺激に相対

的に大きなウ工イトを置いているこをοii）しか1、「情

神的IW1J激の中の「純枠制結（r'.JJ要素一規範のグj而（巳

と権威との同一化，たとえば「毛主席への忠誠」

お工ぴ「社会内J要素f注JO' 第一次守、:-TI，より件（巳

して永平的関涼にじけるf也守，に対すア， I：，＿~受tt，だとえ

ば「人民に奉仕する」一ーが強＜ , iii）それをさらに「大

衆運動jといろ，竺こでいう経済システムの外部の「政

治乙ス干ムjのう電動様式E結合させと宅現する三どπ

との最後の点l土，中間型モデノレにおける「破手よな会J,

「ct観能動4「tJ等の，いわゆる「精神主義的」ターム
（スローガン〕が， 「政7台穫＇，tJ原則のrtiに究都（！＇）：’包
摂されていることに端的に表われている。

(9) 「理念・価償システムlにおける中同型モデルの

特殊性はと弓であろ。「政策乙ステム！の設もf亘－，：：：／1'.J.長

期的目標としての「理念I，それば社会主義，趣長期的に

は共稜主義国家の実現・完成であり，悶家の独立の維持・

強化であろうが．ぞきれば討に？をわるこ E；そなかった「た

だし，その解釈についてはいつも争われてきた〉。

問題はむしろ，その上うな高度な抽象度より下の，上

り政策システムに近いレペ’Lv1cとろ， ltとがって 「理
念・価値シスチムJεいうより「評価基準jと呼ぶへき
ところのものにある（注11)0 そとでは次の2点を指檎して

おくべきであ人勺第1点‘結果の評自l!iJit；－（：ヘいわゆる経

済合理ftは中間75'!こモデルでは採用されない十回21。中！0k＼型

モデyレのことでの特殊性ば生産力に対する生産関係の相

対i'f'lilt視と，経済的かつ干十会が！な平舎の．単位問.tりも

むLろJ]i.位内の’n況である。 Tr］者につL、ぐは明らかであ
る。われわれの言葉で翻訳し直せば， 「財・技術システ

ムjに討する主 11t r制陀・紙織システムjt乙対十るウ
エfト・優先mnf:1が高灯、j力ll；~れる。 jを 1~1とつb、どは，

いわゆる「三大手幸男l)Jの撤廃ではなくーーなぜなち，そ

れl士？！：会主3妻♂〉，λ：Gl!:（なU、LLt.！七産主了：の寸：現）とい
寓！安に：11!象fヒ；写れた理念土 1;,r;,主であ~）か「、，とこでの考

察の対象とはなりえない 一，当面の少なくともある一

定期間のより現実的理念は，たとえばJ-!IJ)j主的生産lji位問

研究ノート

のl九差を:c-＼（（－｛会させつつ，刊単位内では成員聞の格差を縮

少し，平等化を実現しようとする。価格操作による農工

山トハ格差Etは図られているが，それはあく主でも補!1/J

的手段にすぎない，とし、りのがわれわれの解釈 Pある。

(10) 第2点，過程ないしは手段の評価基準。ある政策

を；挙行するときの過rn.手段は，十Mii’！日にいえば結果の当
芹にかかわ九子，あ，，：，-－定の基準，上り適切には原則を

満たすようになされなければならない。中国型モデルの

場今，いわゆる「自カ更生」原則．あるいは（創と重複す

どバミもしれたいが「ょが！能動性j原口｜］といわれるものが

それに相当する。前者は，個人，組織，国家の各レベル

において，問題の主体的解決と，知識・技術をも含む保

ff資源のItた限の活円1をi1Eす。 LIこがって，われわれの

言策でいえば，「環境条件」の制約とその変化に対して，

各単位が主体的に有効に反応することをこの原則jは求め

ている，土木L、える。

Jll 以上考録してき之3領域における中国型モデルの

特殊-rtは，ある有機的連関をもって機能しうる，そのよ
うな論理＇（ 1主空白性一一ー「コーーデルjtn 、しは「県土・政策

ステムjの箱囲内ではそれで十分である をもって

いることが理解されよう。それら特殊性の要紫の連関は

;1¥ ＜｛図の上うに示すことができる。

1:'i そhてはこの上ろな中国型モデjレがどのような契

機により形成されたのか。 (I-5）できわめて図式的に

火現した車内守発展のプロセスを，具体的にここに当ては

めてみると，，1，国型モデ、Jt形成の契機は次の2点が主で

あったと恩われる。 i）第1次5カ年計画期におけるソ連

河1),i_:－デルと‘現実の， CI四 2）で定義された広義の経済

システムどの，fc離。これは， C1 -:l lで指摘した「環境

条件Jの前2者，すなわち，経済システムの初期状態と

箆 4 図

I qq:i:1 '・Jノい！＇：・yj: __ J主
し・ I'I I Jリ＇＇U!;,:1111
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資源条件にin：；玄関述する。 ii) .ノiをと内対立。二れ；土／，，J ボ， J ス子ム士；11t:fjるに，｛（低限必要な「百＇I'存水准」を
仁く「T雫1ft条件！のiを2背，すなわち．｛自の社会 v 十云 ’，l;lj るとF，新L，‘「理念・ D:Z博z＞ス子ム」が形式される

ムの状態と；ii｝外システムの状態にi立疑問述ずる。 とi’・，t,l.三れなけれはならなし、。

；お 1；＞；＂力年八十JJlij退行iこ、立って♂）；え大の；：：1:tgの eつが そこでIll］日ヨ；土，どれが unworkal山な要素であるの

'!!I当三のねJ}t的不阪と，それが他部門，ど（に工'tim円， か，支えそのun題以前に， workabilityとはHなのか抗
政府（財政）部門，お上ぴ外国J}B門；こ土fこ「すした影i／！：＇てや ，，，；：；に定認され，それを 1ヰシステム，およびその J ステム

ある。中i司の日＋副主1/,,l討の芦をう交わすた：r;L:・,;1 間経済」 内の主要な要本についと盤理、L, i5宗十る必要があるだ

の社説はそれを端的にトたの工うに表現した。 ろ円。

「民業のj_IJ民経済における重要性比抗l(}'. 5カ年 〔十 1〕 いintermediate technology ，＇’二•，J士約ト＇！州、

(,;j・pllのの支践を通じて，い.，そう llfjらかとなグ，t.こ。 ιt 

くt刊らt工るようiこ、 lg;,ヨ{fと1%日手iミi土・;;'l、史宣♂！宇， （空、！
年の） 1%:l年と l'l:ih司5グ＞ ml民経；I寺は辻較的発f1毛主工.~.）＇

であつた0 ] ')5.1年令と］＇）弓 6守ミ；土t空：主：f二ii：、 Cz?f0引 19,,5

年／：：1957年のほ民経済は比較的発！？をう1淫か：た。その

！京国は次にある。わが国!ftF仁業生直／〕：必要とする（京ド！

の約80'7；，は農業iこ伏{Iし， i:たわが何事長工主力1全工Y:

にr1iめるiじ容はいまだに50%i立くを：1，めるυj) !J,Jt~ の

河内人民の生活の需浸；こrLてl'.たif<百品も、；1/JKO：＇ム；土設す

物お上びその加 U，，＇，でふり，わが同の約／Hr.i"i：こと、で

な物資l土， 1呉産物）3上びその力1u・.，＼，＇，がよ＇・J7られ：；，；豆、を 1;

めている。

前年と比，J,役して， 1,4家財政収入はl'lci:Jffl:: 19,>Gfドに

はそれぞれ24% と 1日 8S~削加 L.,1%：，午ど 19；，，年（，： l·pl1i

1究）にはそれぞれ3.7%と1.9%のw11mに＇..!y，十ぎない

ここから，農業がほぼ国民経済の発展のi互交を決定L、

国家主主設の規模を決定していることが分方ーるcI ti:・ 

この農業という， tH・技針。ドステムの中ρ存矧（j'.J；こも

「優｛立if工要素は， その後19:,<J→ Gl'l：の大：九夕方をc'i'忌な

教；；Iiiとして，政策（！＇JiこUf伎な嬰素に転：｛としていく。そ

れが1962年It1f寸共産党刈羽10司J.J:会における；！九栄町礎

論！の定者化に結びつL、ていず〉た。

もう J すの問題守あるq，央と地ちらあζパ、；主立辺、決i立

の分権化の必要性，および第2の中国型モヂ、ノレ形戒の契

憾であるゾ述との対立；こっし、てはここでi土,if述こない。

したが，）-c，中国型モデルとい，j）れる 1，のは， J廷はj,

れわれの＼、う r1¥:m条件jに適応してがr＆.＇：，れ C.＂：たも

のに他ならず，（ I L ）で定蒸した t経済発促jv'li司＇，＇：

にl!ll応したものということができるわ

ii;{ どはいえ， 1111で述べたEデルそのものの論J!i!(lり'f;と

;;・l'Iを灘れ，現実の（広誌の）経済Lステムの workahil向’

土なると！日j題；t大Jく， iJ索j江条件Jの）！ 力ぷ強えと3か．

それと t立複するが，経i存〆ステよ、び〕（＇.~{i:l°i'J （あるいはj;'(j

在的であるが外部iこはわからない） unworkableな袋井i
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'1 h ，「！江iにfI ,:, ~ i r lプ，； : ; ・/ .，主， fJ¥.l[J ll !l［し，，

・ti,,;: ; tア '[・ .r'i. ・t Jく＇J'.'..1、＇rJl：山守；：ぷ1i', L i:it.M:.:dm:, 
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る社主 i：義企JソJあ刊行j （『人民中l五J 1973;1 7 I! 

ザ〕を見よ。

(tL7〕た i えば Wheelwright& McFarliιme, 

The Chinese Road to Socialism; Economics of the 

Cultural Revolution, Monthly Review Press, 1970. 

（邦川、 LIJHlkf E沢『f川。経済L Jl記長時』 "' ｛ マリI',阪

会 1973lF-) (;: J.J, J。

（ひ許 ) Galbraith, John, n，ど九日宮w Industrial 
State, second edition, 1971. ( fll JI{: r;1; WI近人民，，修

『ぶ L.＇・、夜業 j円余J iw; //! Ct; t百新：1- 1972午〉第11判参

E弓。

〔｛℃9) Etzio凶， Amitai,A Comparative A河aly-

sis of Complex Organizations, Free Press, 1%1. 

(Ji，，）｛：科目譲治監江沢『組織の社会学的分析」布＇IJiii,宮内

1966'1 ）む＇＼ 3 i.，デ.＇P.丹、。

(iUO) このターム「純粋則前ょi/J（閃ァ）」と「社会・

的（！主！1;'-. f<iJぷ） Jについこは， rチオ－ - Hitもわg JI¥ 

,R lf十、ージをレj慢。

(illl) たとえば次のような「J4＇公：・（！！！iit!（システムj

を考三うこと小 きる。

1，.·］ご［~，；ヨ二
:111 

L!~＇三止コご

すなわら， HはIの手段， Eはll.＇） 手段’三円て J,_1, 

前章で述べたよ号に，要索の優劣関係がある。ここで，

I> II＞阪の!lrtIこ抽象！立が高 P ヲって こと（干，I:

君。
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III 中国型経済発展モデ、Jレと海外システム

(1) 1111節までの議論を Fレしばかり延長L，今立で萌与

とされていた「環境条件」のうちの一つである「海外シ

ステム」を，「｛t~ ＂LIの経1丹下ステム l をしたとき，；花守命は

2国間の相互関係的経済システムの問題へと発店主する。

l司題ir' 1国の経済発股i士他国にどのよ円な影響を与え
るのか， ！：u、：， ことにLぼることにする D fこと弁；ぞ，最

近の関心事であるが，日中間の緊密な経済関係は両国の

経済iこどのよ円な影響合 Ij.えるの？？ろうか‘中国l士東南

アジアにどのよろな形で今後経済進出するのだろうか，

とい叶Ii]遁はすJこて上白川問題；＂X’，.tの枠内lこはヤ＇＇. 1の

とはいえ，本節の課題は中固と日本，中国と東南アジ

アの町内来の経済関係を予測する竺とではなく，問題を考

える際わーっの向角を:11ゴし，終J1Jlするにとどまろ。

(2）最初に経済的「インパクト」を定義しておく。一

八の経済ンス子ム（なνL:'iそのシステム内のあ乙I嬰素）

が変化し，それが他の経済システム（ないしはそのジス

子ム内のある要求7を姥fヒさせるどき，前行のシスヰム
はf金者のシステムに対してイシバクトを与えた，逆：：：：，

f金者はM者からインパクトを受けた，と定義する。じた
タって．もし二勺の経新システム．あるいはその中の要

素が何らかの形で結合しているとき，定常状態ではない

限り， インパケトの供をは必ず司王生する。

(3) i）インパクトを受ける要素の数が多いとき， ii）あ

ちいIt，インノ：勺トをY空けたとどによってそ化した要素

の変化量が多いとき， iii）ないしは，インパクトそ支け

た結果．やける以前の状態に要繁が回復する時聞が長い

土き，インパクト：主「3効果的Iであった‘と呼ぶことに

する。 i）を ii）はインパクトの（瞬時的，ないしは静態

〈注12) 下r;,JCは中（1'.J），’経済 ,;Jrl•i の封印1長準と r: ｜’1'J）量的効果を示L,iii、＇I士イtペクトの〔動態的〕時

「総合的評価関数Jを提案している。 H台英忠「分権（j(J 問的効果を示す。

経済計百1：ニEデ八一 一総f守治的意 J:,'；！＇..＜［ブロ｛ス イン.ぞケトグ1時｜渇的交果が消減寸るとき‘その経済シ

（『アシア経済J 1973’l-101］号〉。 ！、島氏＇l－－~二 7 ，「i ステムはインパクトを「日夜収しえ l と名付ける。全えそ

誌の技術的合理性（あるL、は，物底的脊0；究者）を表わ1 の「吸収時間Jが短いとき，その経済システムは「イン

自然l'(Jl作統；堤w，労働利減の民F'l:の義弘i意味 i ,, 1クトロ及1/'ZカJが高い，どいえる。

社会的評価鋭単，経済合理性をNe.わす経済［約抑制t);/,1¥t.J (4) 中国の経済発展が対外的にどのような影響を及ぼ

cl）捻介を凶ろ〉、している。技術（＜；百ifill1 W•＼三とむ；y,'.; L，てきたが，また及ぼしうるのが， A・E ケスタインは

評価基準は，それぞれ「財・技術 tλテムーlr}）布効1t i）武力効果（powerebfect), ii）貿易効果（tradeeffect), 

決準そして当然であるが，労働引Ii＞＇.＇の民字化でも、マ iii）モf yレ効果（model efect）のブつに分付て分析した

「託手J1'(;.;,:c儲1主’ヤj (I) （γなく， r rベて・） ｝計九、 ごとカ川、る’il'l：。第1のきわめて“アメリり的”な問，b

するのはどうであろうか。 は別にして，第2の，援助も含む純経済的な，という意

〈注13) 『a,1,,ff済』 1957年10，］サ社ぷc 味での貿易効果と，第3のモデル効果は， k述の定義に

6ラ



973120068.TIF

伊山山由白血F 研究ノート

より次のように翻訳しうる。

貿易効果 1同の「財・技術システムJの他国の同

システムに与えるインパクトの効果。

モーポノレ効果： 1国の「士宅金て・政聖者tスキムjの他国

の同システムに与えるイ＞，＇.ケトの効果。

(5) 経済的インパクトの決心[1:11こっ！ィ、亡。

弓〉デはシステムの「信作Wl:1にがんLて次のごつの

命閣を提示した（／）＇ 2 'o 

i) i直列に接続された婆紫の数が多くなると，シス

テムの信頼4陛は減少する。

ii）選択がJに並列接続された要素の数が増せば＼シ

ステムの信頼性は増大する（段3）。

この命題とアナロジカノレにインパクトの量的効果につ

いて，まず次の二つの命題が！没、う；しうると！出われる。

山正1玖jに接続された要素の数が多くたるとインパ

クトの坊果は増大するe

ほ） j墾択的に並y!J接続されと要おく！）数が多くなると

インパクトの効果は減少する 01:i［河合府、〕。

第 5 悶

必－B -C (1例計:c)
ド毎外システiかIベ五！
I rのイ＞，ぐクト i ＼ 

L一 一一一一一一一J A" -R E 仁 （並列接続）

A, 

要素の結合の様式を考察するととにより，インパクト

の京；的効果についてさらに二つの命組を付加しうる。

③接続されない，したがって独立した要素の数が

多いほど，インパクトの効果は減少する。

④ 直列接続であっても，要素問の結合が弱い，あ

るいは前列の要素（第5図のA〕が後列のそれ（同じ

くB）に比べ「劣位」であるど 5，イ Lパクトの効果

は減／かする（注4）。

しかしながら，インノξクトの時間(I~?J；果については，

このような要素照の結合の様式にかんする吟味からはほ

どんど何もいえない。むし出欠の命題カ：，立要であろう。

⑤新しい代替的接続婆棄を形成（創造または転換）

する能力，ないしはそのための別個の独立した要素を

もっとき，システムは「インパクト吸収的jである。

(5) 以上の考察を中国が外国から受けてきたインパク

トの効果について当てはめてみるととに十る。まず「貿

易効果｜であるが，当然のことなが人，日：；o年代には中
凶はソ連から長も効果的な件1副iこと｝てよかれ慈しか
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れ）インパクトを受けてきた。ソ連（および東欧圏）と

の貿易上の結合は強く，対社会主義閣諸国との貿易は約

70%，そのうち対ソ連との貿易が全体の貿易額の約50%

を，f;Jわるにゼペ fc.o しかも，第Ulz:'i力fJ-'-;l十両jljJの計画

モ村 ilゃうけてL 、 fこ生産財産業，重て~￥，優先政策ヰ，ii打ち
十るために‘ f弓ント・機械類の主要部分i士、けJ[iに依存

十ろ「を「「が刊し 1959年にはソ速かれのl的入のう久約6

;i;1J rt除問・／l:I刊に，そのうち，コ1〆イ1.Jート・ 7＂弓ント

ば約4答1Ja:占めていた。

とのようなソ遠からのインパクトを如実に表面化させ

たのが， 1960年から決定的段階にはいる中ソ対立と，そ

れに伴う阿閣の経済関係・技術援助の大備な縮小と断絶

である。ソ連が中国に与えたインパクトの効果に関連し

ては所内上ろだ印解が標準的であろ円。

人・ヱケてヤ fンは，

「f 、ノ；雪h 「〉わ〉輸入の（中国に ι1 ての） 41＇~［tは，

→♂ 1) 7Jどその同盟国の通商停止にと りじt1同ポ機械・

設備・コンヅリート・ 7＇ラントを他に求めるととがで

きなかやた，といろ事実に上って浮きぼりにされる。

問様なととがソ連の技術援助についても，恐らくより

いrっそう手当てはまる。電力，原子力，およびそれに似

た事業のどとき高度に戦略的な資本ヅロゾzクトのた

めに、全たふれほどの規模で， r¥1＼.司が（、p述）＇J1，下がら）
j t刊行翌日わをF受け入れ得たか，あるいほ実際導入Lただ
九円か時わL＇，、。J（注 5 ）~述べたの

円.11約四it，中ソの貿易関係の縮小が丙同におのおの

どわEろな影響（われわれの言葉では景的イ 1パヲト〉

を与えたかについて産業連関表を用いて分析し，次のよ

うな結論に遺した。

「（中閣のソ連かちの） 1959→1965年の輸出・入変化

による粗産出額への影響率f注6）が総合では2.8%にす

ぎな＼＇ ,1:: はいえ，『5.原油・石油f!l!l,¥,'d，同鉄鉱石』，

「12.鉄鋼』‘ 113.金属加工品』，『14.機内』，『15.そ

の他内生所財んなどの諸部門への影響はIll当に大き

が「十三とい乃ことが示されてお町、中間筏済力2，中・

、y離！乏にじ〉てかなりの打撃を受けたであろう Eいう

ことが推察しうるのである。とくに，『5.原油・石油

製品』における影響率は実に 343%に及んでおり，中

国にとっては，との時期における石油の増産が死活的

な重要性を持っていたことが明らかになった。…・・（こ

れに反して〉ソ連経済にとっては1959吋 1965年におけ

ろけ『1r司.l輸出・入額の激減お上びその商品構成変
化の影響は，きわめて微少であ FJこのだということが
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哩彊鍾昆彊宅密円舎を守電曹司で曹得”で甲守守、‘同守布告T州恥刊す時ヤ4、

判明する。J（注7)

iモデル効果jについては，その時期は少なくとも1957

午まで「ソ連型モデルjを採!Hしていたのであるから，

ソ速からのインパクトが大きかったととはいうまでもな

u、。

(6) それに対して， 「中国型経済発燦モデルJを本格

的に採用する，または形成し始めた1960年代は，外国から

のインバグトの効果は相対的に低下するα まず，中国独

r'Iの経済発展モデルを核了，二 jるこ日こj；り， 「モデル効

果lはほぼゼロとなった。それのみならず， 「中国型モ

--t Jレlには，内在的に，われわ，／1のいうインパクト吸収

能力を有していることにげ：立す；~，必•）tt1：あるo それを I

Niiで定義した経済システムお Eびモヂ，~，の定義の枠に沿

引で説明しよう。

第1は， 「財・技術システムにかんする政策」システ

ム。その中国型モデルの特殊性は「農業を基礎とする地

域的自給問の形成Jにあった。「農業を裳礎とするー｜こ

土に上 P，より具体的にi士、 F堅可でそれ打l'fのもつ生産－

R術特性により，外関シスヰム71'（，のインパクトの効果
は，純粋の「工業優先J(J'Jモー千、＇Cc：二j仁ミ，通常，より正

確には「他の条件を一定土してJ／トセいlt8＼それ以上

に前理なことは， 「地域的「i~討をU l'~JT"'.r~＇.することによ

り，独立性の強い生産単位を創造しようとするのである

から，木質的に外国からのインパクトの効果は小さい。

ここで（4）の命題③が妥当する。

第2に， 「制度・組織にかんする政策Jシステムにつ

いで。その中国型モデルの特殊件の一つは「分権（分散）

ft Iであった。とれを fijミ権（Jt'1＇〕イヒ十モデルと比較

十る壬ラ意思決定要素の投y1J(1(Jt）~誌が1日：it、る。なぜなら

r,1,jモヂ、Jレにおいてと〈に矧d，う‘人グjノ＞ ／~クトはf中央j

に接続されるが，前者の－1cc／ルではi寸日決定単位に自主

的権限を大きく委譲し下部システム自身の「環境条件J

が中央かちの指令とともに意思決定要素にはいるからで

ある。ここでは（4）の命題①，⑨が妥当する。

第3は「理念・価値システムJについて。いわゆる
「自カ更生J原則は，インパクトを受けた要素をそのシ

ス子ム内において補正する，どいう ;rJn.~2においてインパ

ケトl吸収的である。典型的には， lCJfi()cj ＇－；ζソ速から受け

るとどになった外国からの渋大の仁ノ：ヲトを，自分た

九で工場を設計し，機械色町下十ぞaことによって，まが

りなりにも吸収しえたこ日一上，新しい代怜的接続要素を

形成しえたという意味で，この指導狸念の果たした役割

は軽視できない。

一一一一市占ヤ』戸』ー研究ノートー

);'k tをに，中国型モデルとは結びつかないが，中国が

]'l向）年代以降，それまでのソ連および社会主義圏一辺倒

か月也へとくに先進資本主義国との経済関係に，すな

わち国米レベルにおける経済システムの緒己主を転換させ

えたことも無視できない。もちろんそれは，（4）の命題⑤

がいうような要素ないしはシステムのもつ接続転換能力

以前の，やむをえざる転換であったわけである。

（の このように整理していくと，中国経済と海外シス

五ムどの今伶の関係に対していくーコかの示日交（予測では

なく〉を司ることができる。

認1f士．中国型モデルが中国においてimi用され続ける

限りにおいてヲ海外システムかムのインパケ＼の効果を

m ;,t的に小さくとどめる。逆に9 その上うなインパクト
の効果が大きくなるとき（II-13〕で述べたように，中

悶型モデルの全体ないしはその一書店が変化ナるものと予

想することは可能である。

第2は，中国型モデルの「輸出可能性」について。景

況.'i11司叩！ーモデルは今後とくに東有ナヅア諮問に影響を

＂・ぺであ Fろうとする議論が強い。その’つの契判定に，今

Ir!I¥ _¥ it＇こ ECAFEの年次報件者におげる中司型モデ

むのff'.b:tについての指摘があグヲたc それを受ヴて山内

:'f1ztそl士；5:,;r,上うに述べている。

「さらに最近の『エカフェ年報』（1972年版）は，中

間の経済，どくに文化大革命後の中国経済が『満足す

べき成果』をあげてきたことを高〈評価し，社会およ

び経済の分野における“中国の経験”は『極度の重要

性』をtっており，これはイデオロギーや体制のちが
いを二えで広く発展途上国に適用しろ；：：， (er,＂あるこ
片言~j町内 L ている。j f注9〕

セだ II ＼旧教授も『エカフェ年初J のこの種の~f価を闘

で＜ fri~＂＇的にとり上げている（注11110

一方，石川教授も別の角度からかなりの限定をつけつ

つも， 「貿易効果」よりも「モデル効果」において，中

国が東南アジアにインパクトを与える可能性を指摘して

u、る（注111。

しかしわれわれはこれについて疑問を感じる。一つに

11' ＇（エチ） 7 X年報』の“中国の経験問についての言及は

明大＂rn日してなならない。全体の分位の111のわ子か2ぺ
」ジでふるL，今年エカフェに初めてな喝Lた中国代表

明Tへの｜川計 l的色彩がかなり浪い。沼2に，もし「モ

ヂ＇＼，， I ~, ( I -4）で定義したぷ味lζ用u、るなら，モデ

ルは現実の広義の経済システムと「環境条件」との適合

の中ではじめて生きてくることになる。異なった制度・
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組織システム，異なった理念・価値システムの中にそデ

ルを機能させる二とは著しく I§雑であろう。

一方，モデ、ノレの tflでも「理念• f1lfil宣システムjは凶象

性が高いために， 「輸出可能性」は「政策システム｜に

比べ相対的に高いことは否定できない。 「モデル効果」

とはそのような慾l米で用いて，より現実的となりうるの

ではなかろうか。

（計： 1) Eel叫 ein,Alexander, Communist China’S 

Economic Growth and Foreign Trade-Implica-

tions for U. S. Policy, McGraw-Hill, 1966, Chap. 

1. 

（注2) j・ '・ ・！； ー・ランゲ夜、佐伯道子五刊行子（汚サ

イパ不テ fクス人門』 ;;n 5 u f了間出版 1969 ;! 0 

「信頼性Jとは「要素が与えられた時間内に失敗し

ない確率Jを指す。

〈注3) r円｝I；’民JJ長続 l:i t，「穏素の裁判j｝＂.杭ゥ、ら
なるシスうム JJ!l¥力は，新I;";J史認（） うちの,f・ t~ れそつ

だけの要主主のillカに等しい1直をとる」ような伝統の仕

方，いわゆる工学でいう「負荷されるF備」である。

ランゲ 前倒冷 187-188ページ参照。

（お二4) Ii行ゲの尻尾iを「劣伎な要主1I j る

と，それ土日J：，とも犬きた麦イヒv士ない。ニ’ノ ・佐

藤栄作的政治操作はこの命題を突証する。

（ど；5) Eckstein, op. cit., p. 168. 

（れ：6) JI Vi ／£授は「影？行本iを， この！＇＼ (, 1959年

および1965’l＂汁n突の輸出入ベ月トノレを1956;1,'> n終
需要行列；ソ、jL, 1956年の逆行yljとかけ合ィJぜ忌二正

により得られた，両年の粗産出額の比三事として求めて

L、る。

(tt7) 11干r/'ri膏『1956f 1!' I司産業連関； Ji "Iヘ概

要』 ア三ア；；（＿，小研究所 1970'.[ 157, 159,, 

（注8) いま農業という生！鐙システムと工業という

生産システムを比較寸る。両者ともに同じ原材料輸入

依存度を hぺJ,c jfj定 L，か／）和lilれま不変と・； ；；：.。 i，し

輸入をゼロ 1二 i〆ず？とき，差是主会ステムは他；J代、汁＼＇え源

に投入をJ換えることにより，＇！ ;I(の低下はね，J-，（；に小

さくすることは可能であろう。これに対して工業γス

テムの場合，原材料在庫は無視して，理日から技術的

に固定したi七本合生産は低ド7ろであろう。司iJJてfハ生

態学的システム j） 一環，終 ilーか物理的（化学i!；）シス

テムの一環亡あることの差は，：t皮要素のiに伝説 rワ性

の差として表われると思われる。

Cl主9) 山内一・男『中凶経済をとうみるか』 日本経
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済新聞社 1973年 20ページ。

(: 10) 川田川 l.1., I十jアジア（｝＇ {f ii ！喝係と日本 l

〔『山lV語論』 6 : j :;. J九l寺増刊 1973；ド〕。

（注11) Ishikawa, Shigeru, ''Impact of the E-

mergence of China on Asian-Pacific Trade，” paper 

present冶dat the Fifth Paci五cTrade and Develop・ 

ment Conference. 1973, Tokyo. 

(,;',J査研究部〉
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